
式
軍
国
車

Ra--守
τ闘
'
耳
種
圃
唖
噛
圃
可

A

帽
圏
一
圃

-a膏
骨
-

帽一
一
世
界
商
品
債
格
の
決
定

3
2

年
蹄
属
理
論
の
一
考
察
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
由
栂
墜
士

十
濁
遁
奮
税
制
の
崩
壊
さ
財
政
調
整
法
・
・
極
端
情
事
士

月
徳
川
時
代
の
藩
管
事
費
論

日昔行

ーι』冊

叢

戸
数
割
に
於
け
る
矛
盾
・
・
・
・
・
・
-
法
庫
二
時
土

米
園
文
化
粧
曾
事
・
・
・
・
・
・
・
-
丈
島
工
博
士

煙

漕

撃

士

齢

相

位

蹄

戸
数
割
紘
一
J
h
J

陶
芸
貝
力
算
定
方
法

信
用
及
信
用
組
織
・
・
・
・
・
・
・
経
済
一
事
士

経
済
華
全
集
一
統
計
畢
」
を
請
む
・
・
-
経
由
櫛
畢
士

経
漕
皐
士

冊

一

鋒

新
着
外
園
経
涯
雑
誌
主
要
論
一
題

欝

載

輔
神

戸

正

雄

米

田

庄

太

郎

堀中 柴作

江川 田岡
興同

保之荘

蔵助敬一

安

田

元

七

中

谷

{

貫

略

川

虎

三
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昨
附
日
比
佐

言虎

第
三
十
一
審

九

苑

濁
逸
奮
税
制
の
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
四
披

五
六
四

濁
逸
奮
税
制
の
崩
壊
ミ
財
政
調
整
法

(
上
)中

) 11 

奥

助

之

序

言

私
は
嘗
て
硝
逸
陀
於
で
財
政
調
整
(
吋
百
百
ぷ
日
間

~EF
略
し
で
明
J
h
』
い
ふ
)
の
問
題
が
駅
間
的
な
研
究
封
象
と
な
ワ
た
の
は
最
近
の
事
で
あ

る
と
と
、
そ
の
中
心
問
題
が
岡
・
州
(
邦
)
・
古
町
村
聞
に
於
け
る
税
源
配
分
め
調
整
に
あ
る
と

E
並
び
に
か
〈
の
如
奇
意
味
r
h

於
灯
る
財
政
調
持
問

題
そ
れ
白
憶
は
何
等
新
し
き
も
の
に
非
ず
し
て
慨
に
古
く
よ
り
存
し
て
ゐ
た
と
と
を
指
摘
し
で
置
い
た
。
木
品
開
に
於
て
は
濁
逸
に
於
け
る
財
政
調

整
問
題
の
泊
草
的
な
費
展
か
ら
現
岐
に
設
き
及
ぼ
う
と
思
ふ
。

言
ふ
迄
も
な
〈
財
政
現
象
は
も
と
と
れ
一
の
歴
史
現
象
で
あ
り
政
治
・
経
済
・
社
曾
呪
象
の
進
展
と
北
九
に
常
に
洗
腕
押
し
て
止
む
所
を
知
ら
ぬ
。
殊

に
先
白
骨
昇
戦
争
は
諸
国
の
政
治
・
経
潜
・
枇
曾
上
に
多
大
の
場
化
を
鷲
ら
し
た
も
の
で
あ
る
が
財
政
の
上
に
も
亦
多
〈
の
轄
機
を
興
ヘ
ワ
L

あ

る
。
就
中
、
草
命
を
断
行
し
た
露
間
豆
を
外
に
し
て
は
濁
逸
に
於
げ
る
財
政
吹
草
は
最
も
根
木
的
の
・
も
の
で
あ
F

の
と
思
ふ
。
今
品
、
羽
摘
出
は
建
岡
の

基
礎
に
淵
源
す
る
儒
統
的
制
度
を
す
で
も
ふ
所
謂
「
財
政
調
整
法
」
(
『
d
z
z
E
5
m
-
2
}
d
u
m
Z
Z
N
略
し
て
〉
・
司
C
と
謂
ふ
)
に
擦
り
て
新
し
き
財
政

制
度
を
樹
立
し
た
。
そ
れ
は
吹
寧
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
革
命
で
あ
る
と
さ
三
百
は
れ
る
の
は
燭
逸
建
閣
の
一
際
奥
を
知
る
も
の
ふ
何
人
も
背
〈
所
で

あ
る
と
思
ふ
。
果
し
て
如
何
な
る
駄
に
於
て
、
叉
如
何
な
る
方
向
に
そ
の
吹
草
が
行
は
れ
た
か
?
之
を
知
る
こ
主
は
宵
に
戦
後
の
濁
逸
同
政
組
織

を
理
解
す
る
上
に
必
要
な
る
の
み
な
b
ず
、
我
等
の
財
政
今
策
の
上
に
も
亦
多
〈
町
教
訓
と
暗
示
と
を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
。

第
一
段

調
理
帝
国
建
設
よ
り
猫
逸
共
和
園
に
至
る

財
政
調
整
問
題
の
資
展

捕
逸
帝
国
建
設
よ
り
世
界
戦
争
ま
で
の
財
政
調
整
問
題

濁
逸
帝
国
(
ロ
再
三
山
内
宮
如
何
一
会
)
の
建
設
は
一
八
七
一
年
で
あ
る
。
抑
も
猫
逸
帝
園
は
人
も
知
る
如
く
北
濁
逸
聯

経済論叢第三十港第五競拙稿濁逸に於ける Finanzausgleich C:~哩論1) 



韓
議
議
時
薬
務

2u希
望

J 

d苦王

邦
か
ら
聯
邦
園
家
(
出
己
主
町
田
注
目
白
押
)
に
時
化
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
北
濁
逸
聯
邦
は
閥
税
同
盟
(
N
3
一
一
三
三
=
)
に

源
を
費
し
て
ゐ
る
。
か
〈
の
如
、
去
、
沿
革
上
濁
逸
建
国
の
営
初
に
於
て
は
各
聯
邦
の
主
擢
は
強
大
に
し
て
帝
国
の
主

権
は
極
め
て
局
限
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ
の
後
濁
逸
帝
国
の
後
展
す
る
に
つ
れ
て
聯
邦
の
主
権
は
究
第

に
制
限
せ
ら
れ
帝
国
の
樺
限
は
次
第
に
強
大
化
す
る
に
至
っ
た
。
濁
逸
の
歴
史
は
買
に
帝
固
さ
聯
邦
f
」
の
樺
限
の

断
へ
、
ぎ
る
闘
争
の
歴
史
で
あ
る
さ
い
ふ
ぺ
く
、
従
っ
て
叉
そ
の
財
政
の
後
遺
も
帝
国
ご
聯
邦
さ
の
財
政
権
の
守
奪

史
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

答
濁
逸
憲
法
に
よ
れ
ば
帝
国
の
枚
入
を
周
有
牧
入

(R-向
。

5
巴ロ
E
一524)
さ
臆
急
補
助

2
0
{
Z
E。
ぜ
に

A
W
も
う
る
q

関
税
・
共
同
租
税
・
鋪
道
郵
便
電
信
及
び
そ
の
他
の
行
政
牧
入
は
前
者
に
麗
し
分
措
金
は
後
者
に
属
す

る
。
(
七

O
健
)
即
弘
前
者
は
帝
圃
固
有
の
財
源
か
ら
生
や
る
牧
入
で
あ
る
が
後
者
は
帝
国
が
固
有
の
牧
入
を
以
て

向
足
ら
ぎ
る
場
合
に
聯
邦
を
し
て
分
据
せ
し
む
る
臆
念
的
且
補
助
金
牧
入
で
あ
る
。
今
之
を
租
税
に
就
て
観
る
に

帝
闘
の
樫
常
税
ざ
し
て
は
開
税
ご
共
同
租
税
ざ
し
て
の
消
費
税
に
遁
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
帝
国
憲
法
は

こ
れ
ら
の
外
に
「
帝
国
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
租
税
」
(
四
健
)
及
び
「
帝
国
税
」
(
七

O
健
)
を
設
定
し
う
る
樫
利

を
帝
国
に
留
保
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
帝
国
の
愛
蓮
の
す
、
む
に
つ
れ
て
還
に
直
接
税
は
支
分
圃
に
の
み
属
す
る

さ
い
ふ
政
治
的
調
断
(
句

C
E
Z
n
r
ロ
品
目
出
)
が
生
ま
る
る
に
至
っ
た
。
さ
て
一
日
一
か
く
の
如
き
政
治
的
濁
断
が
赴
舎

を
支
配
す
る
に
至
る
や
之
を
打
破
す
る
は
容
易
の
業
で
は
な
か
っ
党
が
、
帝
闘
に
ご
り
で
も
次
第
に
膨
張
す
る
財

政
需
要
を
賄
ふ
に
は
最
早
間
接
税
の
領
域
に
の
み
踏
止
ま
る
を
え
や
迭
に
聯
邦
の
課
税
領
域
た
る
直
接
投
に
侵
入

す
る
に
至
っ
た
。
然
れ
ど
も
必
然
さ
直
接
税
の
名
を
出
す
こ
ご
は
聯
邦
ご
帝
国
さ
の
樺
限
闘
争
を
激
成
す
る
虞
あ

設

萄
逸
蓄
積
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

苑

第
三
十
一
巻

五
六
五

第
四
時
現

九
七

Ger!off・Derstnat山 ushn.ltund das Fimmz:刊 stemDeutschlands. (Handbtlch 
der F. W. III. s. g) 
Popitz: Finanl::ausgie"ich (Uandworter1Juch l1el 凶taatsw出 ensdmften4 Aufl. 5・
1026)・



五
六
六

る
が
故
に
姑
く
交
遇
税
ざ
い
ふ
法
律
形
成
を
以
て
そ
の
賞
を
隠
蔽
し
忙
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
入
入

O
年
の
株
式

取
引
税
(
出
G

呂町
5門

2
2
)
一
九
O
六
年
の
利
盆
配
営
枕

3
2
t口
一
出
印
仲
町
口
氏
)
及
び
相
績
税

(
Fずお
E
F印
円
台
湾
司
)
等

が
生
十
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
増
加
し
て
止
ま
ぎ
る
国
費
の
膨
張
は
こ
れ
を
以
て
し
て
る
未
だ
十
分
な
ら

説

弱
逸
奮
税
制
D
崩
壊
と
財
政
調
整
法

7L 
i¥. 

第
三
十
一
巻

第
四
掠

苑

や
一
九
O
九
年
の
ロ

2
5・5
Eロ
さ
目
、
毎
日
円

m
q
の
所
有
税
協
定

2
2
5円2
2
f
E町
『

C
E
E
)

が
一
止
面
か
ら
直
接
税
を
要
求
す
る
に
歪
h
一
九
一
三
年
凶
防
分
擢
金
〔
巧
同
庁
σm-Emm)
の
設
定
せ
ら
る
ι

、
じ
至
ち

品
川
凶
は
必
然
ピ
杭
限
税
領
域
に
侵
入
す
る
に
去
っ
た
も
の
刀
あ
る
H

A

1
や
清
岡
視
の
範
圏
よ
隅
枕
・
消
費
税
の
み

な
ら
中
交
遇
税
・
百
按
耽
の
領
域
に
跨
り
聯
邦
国
有
の
課
税
領
域
は
大
い
じ
侵
蝕
せ
ら
る
、
に
至
り
誌
に
従
来
の

牧
入
制
度
の
配
分
原
則
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
化
。
却
も
戦
前
に
於
て
既
じ
z
背
園
す
」
聯
邦
さ
の
一
財
政
関
係
の
卒
衡

は
破
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

に
於
て
は
帝
園

加
之
、
か
の
分
捨
金
制
度
に
色
重
要
な
る
襲
化
が
起
っ
た
。
郎
+
h
J
A
I
捨
金
が
一
時
的
補
助
的
性
質
を
失
っ
て
恒

久
的
牧
入
制
度
さ
な
っ
た
こ
さ
及
び
そ
の
補
償
ざ
し
て
帝
国
か
ら
聯
邦
へ
の
貨
幣
給
付
の
一
形
式
ざ
し
て
譲
輿
金

制
度
の
生
ま
れ
た
こ
ぜ
で
あ
る
。
濁
逸
に
於
て
は
一
八
七
九
年
頃
保
護
政
策
の
立
場
か
ら
闘
税
ぞ
引
上
げ
他
方
市

豊
税
を
も
高
め
白
る
に
よ
り
そ
れ
ら
の
牧
入
は
増
加
し
、
潟
め
に
補
助
的
政
入
制
度
た
る
分
擢
金
を
廃
止
し
て
帝

国
財
政
の
渦
立
を
期
し
う
る
可
能
性
が
み
え
た
の
で
あ
る
が
営
時
の
政
治
情
勢
は
之
を
許
さ
や
、
分
権
金
制
度
は

之
佐
他
地
積
し
帝
国
は
聯
邦
財
政
支
持
の
矯
め
に
新
に
譲
奥
金
制
度
を
創
め
、
一
八
七
九
年
に
は
闘
税
さ
煙
草
税
収

入
の
中
、
一
億
三
千
高
馬
以
上
は
之
を
聯
邦
に
譲
奥
す
る
こ
さ
、
し
、
更
に
一
八
八
七
年
に
は
火
酒
税
を
一
入
入

一
年
か
ら
印
紙
税
収
入
を
聯
邦
に
譲
奥
す
る
の
義
務
を
負
は
さ
れ
た
。
か
く
て
従
来
は
帝
国
が
聯
邦
の
寄
宿
人

h 

l' 
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義
襲
撃
豪
華
1
4
K索令

(

}

内

2
高
言
明
『
)
で
あ
っ
た
の
が
ん
寸
や
聯
邦
も
亦
帝
国
の
寄
宿
人
ぜ
な
る
に
至
り
て
相
互
に
財
政
上
の
濁
自
性
さ

捕
力
性
を
失
ひ
、
且
つ
相
互
に
奥
へ
て
再
び
之
を
取
る
マ
」
い
ふ
が
如
き
煩
頭
さ
そ
れ
に
件
ふ
均
衡
問
題
に
悩
ま
さ

れ
つ
L

も
根
本
的
に
之
を
解
決
す
る
こ
さ
能
は
守
戦
前
開
始
前
ま
で
は
停
統
的
な
組
織
を
引
摺
っ
て
来
た
の
で
あ

る
D

こ
の
方
面
に
も
亦
戦
前
の
濁
逸
財
政
組
織
に
大
な
る
験
陥
の
存
し
た
こ
さ
を
知
る
一
き
で
あ
る
。
乍
併
之
を

全
鰻
的
に
み
て
世
界
戦
争
ま
で
は
帝
国
さ
聯
邦
に
於
げ
る
財
政
調
整
問
題
に
就
て
の
系
統
的
な
研
究
は
な
く
直
接

税
ぜ
か
分
倍
金
さ
か
の
個
々
の
問
題
じ
就
て
帝
国
ご
聯
邦
さ
の
閤
守
及
び
妥
協
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。

ーー

世
界
戦
争
よ
り
今
日
に
至
る
財
政
調
整
問
題

L
L
に
温
ペ
作
山
る
が
畑
〈
燭
亀
の
情
緒
的
此
政
制
度
の
相
川
氏
は
峨
前
に
於
-
叫
ん
ρ府
引
上
崩
捜
し
て
わ
た
の
で
あ
る
が

戦
争
が
開
始
せ
ら
る
、
や
公
債
政
策
ご
戦
時
租
税
政
策
ご
に
よ

h
て
一
時
を
欄
縫
し
た
。
濁
逸
の
戦
時
租
税
政
策

は
消
費
税
さ
交
遇
税
の
新
設
増
税
に
む
げ
ら
れ
出
来
る
だ
け
直
接
税
の
名
目
を
回
避
し
た
も
の
で
あ
る
?
印
も
一

九
一
五
年
に
は
帝
副
銀
行
戦
時
枕
を
起
し
、

一
九
一
六
年
に
は
煙
草
枕
・
荷
物
謹
券
印
紙
税
を
引
上
げ
更
に
郵
便

電
信
非
常
枕
・
商
品
取
引
印
紙
税
酌
戦
時
利
得
税
を
新
設
し
・
一
九
一
七
年
仁
は
帝
国
銀
行
戦
時
視
の
再
徴
肢
の
外
、

帝
国
印
紙
視
を
改
正
し
更
に
放
客
蓮
設
積
・
貨
物
運
送
積
・
石
炭
積
を
起
し
、
一
九
一
八
年
仁
王
り
で
は
火
酒
税
を

専
貰
に
改
め
姿
酒
税
を
改
正
し
葡
萄
酒
税
・
清
涼
飲
料
品
仇
・
取
引
粧
を
新
設
し
一
九
一
七
年
の
戦
時
利
得
に
戟
時
利

得
積
を
謀
し
帝
国
印
紙
税
・
手
形
印
紙
税
・
郵
便
電
信
非
常
粧
を
増
徴
し
た
。
か
く
の
如
き
戦
時
租
税
政
策
も
濁
逸

が
世
界
戦
争
に
敗
北
し
て
、
外
に
劃
し
て
は
グ
エ

Y

サ
イ
ユ
一
保
約
や
ロ
シ
ド
ン
賠
賞
舎
議
に
譲
る

E
額
の
負
躍
を

荷
は
き
れ
内
に
於
て
は
戦
時
犠
牲
の
補
償
そ
の
他
戟
後
の
復
奄
回
復
興
事
業
に

E
額
の
樫
費
を
要
す
る
に
至
り
て
は

設

濁
逸
蓄
積
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

五
大
-vu

第
四
減

九
九

第
三
十
一
巻

苑

u
d
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ijf 

説

JlIl: 

濁
逸
蓄
積
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
三
十
一
巻

五
六
八

第
四
披

O 
O 

最
早
崩
壊
し
だ
る
濁
逸
の
蓄
財
政
制
度
の
よ
く
堪
ふ
る
所
に
非
る
を
知
る
に
至
h
財
政
の
根
本
改
革
を
断
行
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
財
政
改
革
の
目
標
は
凡
そ
三
つ
に
な
る
。
一
は
戦
時
財
政
々
策
並
び
に
戦
時
負
携
の
整
理

で
ゐ
り
も
二
は
外
的
戦
時
負
曜
の
整
理
、
三
は
圃
ざ
州
市
町
村
聞
の
財
政
負
躍
の
調
節
之
で
あ
る
。
新
財
政
制
度

の
根
本
原
則
は
一
九
一
九
年
の
所
謂
7
f
T
1
憲
法
に
よ
り
て
定
め
ら
れ
花
。
其
の
最
も
大
な
る
特
色
な
わ
ヤ
れ

(
常
一
)

ぱ
強
度
な
る
中
央
集
権
主
義
を
採
り
た
る
こ
さ
、
か
の
分
援
金
制
度
を
放
棄
し
た
こ
ご
之
で
あ
る
。

(
割
ピ
関
杭
仲
郵
使
血
管
、
私
ふ
HJ
訟
に
闘
す
一
ω
立
法
杭
は
闘
に
事
臨
す
む
(
同
一
民
社
J
C
m
凹
は
和
税
ι
』
の
仙
の
恥
入
K

l
て
IR
の
全
部
M
A
は
一
部
を
闘

費
に
供
す
る
も
の
に
付
立
法
権
を
有
ず
。
(
同
八
傑
)
園
は
各
邦
の
租
税
そ
の
他
の
公
課
が
、
園
の
収
入
又
は
通
者
に
障
害
を
及
ナ
と
か
ご
重
課

税
を
な
す
虞
あ
る
と
か
の
場
合
に
は
、
そ
の
許
否
及
徴
政
方
法
に
付
て
原
則
規
定
を
定
む
る
こ
と
を
得
。
(
同
一
一
傑
)

ヲ
イ
マ

1
憲
法
は
更
に
帝
国
ご
聯
邦
ぎ
の
財
政
調
整
に
閲
し
て
は
そ
の
第
八
僚
に
「
従
来
各
邦
に
属
し
た
る
租

税
又
は
其
の
他
の
牧
入
を
以
で
闘
の
牧
入
さ
鴻
さ
ん
さ
ず
る
ぜ
き
は
各
邦
の
存
立
を
維
持
し
待
ぺ
き
こ
三
に
付
顧

慮
す
る
を
要
す
」
ざ
い
ふ
校
本
原
則
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
か
く
て
一
九
二

O
、
一
二
、
三

O
に
帝
国
ぜ
各
邦
ぎ
の
租
税

関
係
を
調
整
せ
る
し

L
E目

的
出
斥
戸
内
『

m
gえ
N=
が
わ
ら
は
る
、
に
至

h
、
そ
れ
は
一
九
二
三
、
六
、
二
三
、
財
政
調

整
法

(
2
5
N
E
m
m
-
2
r
m町
民

N)
さ
改
め
ら
る
、
に
至

b
爾
来
数
回
の
改
正
を
加
へ
て
ゐ
ら
る
、
が
、
買
に
濁
逸
の

新
財
政
制
度
を
生
め
る
歴
史
的
な
法
律
で
あ
る
。

第
二
段

濁
逸
に
於
け
る
財
政
調
整
ミ
そ
の
中
心
問
題
の
考
察

分
権
金
(
冨
え
ロ
}
戸
ニ

R
r
-
E
m巾
)
譲
輿
金

(
d
u
巾
2
2日
5mg)
の
交
錯

分
擢
金
制
度
の
起
源
は
極
め
て
古
く
殊
に
猫
逸
聯
邦
・
関
税
同
盟
等
濁
逸
の
歴
史
的
変
達
ご
密
接
な
る
閥
係
を



有
し
て
ゐ
る
同
℃
財
政
上
特
に
重
要
な
る
契
機
さ
な
れ
る
は
奮
濁
逸
帝
園
建
設
以
後
の
こ
ザ
乙
で
あ
る
c

(
註
ご
分
噛
時
金
制
度

(
Z
p
z
r
z
F吉
宮
山
向
。
)
は
も
と
コ

Z
E
H口
品
-
こ
に
出
づ
。
古
曹
濁
逸
に
於
て
軍
事
裂
を
調
達
す
る
戸
め
に
抽
出
め
ζ

の

冨
巳
岡
山
内
己
〈
名
簿
)
を
作
成
し
置
き
之
に
擦
り
て
熔
分
自
責
措
(
国
E
R
X与
を
課
し
た
と
と
か
、
b
Z
E
=
-
s
-
R
r
E
t
k
o
と
い
旬
。
而
し
て
第
十

五
世
紀
に
仔
は
れ
し
ミ
の
E
E
5
司
伊
巳
間
三
は
史
上
に
み
ゆ
る
冨
P
E
E
Z
H
r何
百
円
何
回
。
の
先
漏
な
り
主
な
ザ
も
の
が
あ
る
。
言
ふ
迄
も
な
く

そ
れ
は
聯
邦
と
か
同
盟
と
か
い
っ
た
時
伐
の
所
調
聯
合
経
済

(
4
2
2
5
己
2
5
2
の
廃
史
的
遺
制
で
あ
る
。
鳴
っ
て
そ
の
法
符
上
白
性
質
を

租
税
白
如
〈

N
5『回
目

m
Z戸
時
間
問
。
と
み
る
べ
き
か
出
3
N

一Z
P
5
2
5
m
o
k
み
る
べ
き
か
に
就
で
色
々
の
見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。

奮
濁
逸
憲
法
第
七

O
僚
に
は
「
凡
て
共
同
支
出
の
支
捕
に
は
先
づ
閥
税
・
共
同
租
税
・
館
活
ゅ
郵
便
電
信
其
の
一
柚
の

諸
般
の
行
政
よ
り
生
や
る
共
同
牧
入
を
以
て
之
に
克
つ
。
此
の
枚
入
を
以
て
共
同
の
支
出
な
充
す
じ
足
ら
ぎ
る
ご

き
は
帝
同
夜
栓
設
伊
，
う
ら
闘
は
嚇
邦
各
邦
の
人
口
に
服
C
て
川
金
T
ぺ

s
t
h
の
升
川
町
A
f
d
f
引
1
4ん
仁
古
ん
の
J
U
レ々一

ぜ
あ
る
。
既
に
議
ぺ
た
る
如
く
此
の
分
櫓
金
は
他
の
諸
収
入
を
以
て
し
て
足
ら
ぎ
る
場
合
に
課
徴
せ
ら
る
、
補
助

的
・
副
失
的
牧
入
で
あ
り
且
つ
「
帝
国
税
を
設
け
が
己
る
間
」
の
一
時
的
制
度

(PO〈
5
5
n
Z
E
H
Z
Z
E
m
)
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
0

・
ぞ
れ
が
か
の
有
名
な
る
一
八
七
九
年
の
ブ
ラ
シ
ケ
シ
シ
ュ
タ
イ
シ
僚
款
(
司
円
E
7
2
5斥

E
E
2
2一

)

に
よ
り
て
認
に
「
前
地
測
り
難
き
綾
績
的
制
度
」
ぜ
な
勺
た
c

即
ち
同
傑
款
は
帝
固
の
闘
穂
・
タ
バ
コ
穂
牧
入
の
中

一
億
三
千
高
馬
を
超
ゆ
る
も
の
を
各
邦
に
譲
奥

(
=
σ
2
4
5口
)
し
そ
の
代
、
り
分
権
金
制
度
は
之
を
椴
槙
す
る
こ
芯

を
規
定
し
た
。
何
故
に
か
〈
の
如
〈
憲
法
の
精
紳
に
侍
る
が
如
き
制
度
の
更
改
ぞ
な
し
わ
ん
か
っ
・

上
・
財
政
上
の
理
由
が
あ
る
。
郎
ち
国
法
上
じ
は
聯
邦
主
義

ぞ
れ
に
は
同
法

(
問
主
凸

E
E
5
5印
)
の
買
を
本
々
強
め
ん
さ
し
た
る
こ

さ
、
財
政
上
に
は
帝
国
語
命
日
が
帝
閣
議
算
に
生
や
る
こ
ぎ
あ
る
ペ
き
不
足
額
J

伊
一
毎
年
各
邦
分
臨
時
一
金
を
以
一
て
補
充
す

べ
き
歳
入
の
同
意
樫
(
巴
コ

E
r
g
n
r
3
=
-
m
z兵己
12rceT留
保
し
、
且
又
、
聯
邦
各
闘
を
し
て
帝
国
歳
入
の
配
分

設

現在

濁
逸
蓄
積
制
の
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
三
十
一
巻

五
六
九

第
四
時
抗

O 

帽嘱婚
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説

苑

調
逸
蓄
積
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
四
披

O 

第
三
十
一
巻

五
七

O

に
輿
ら
し
め
以
て
帝
国
の
財
政
々
策
を
貰
行
せ
ん
が
魚
に
帝
園
が
各
邦
財
政
に
子
輿
し
う
る
の
契
機
を
え
ん
さ
す

る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
一
。
兎
に
角
二
の
ブ
ラ
シ
ケ
ン
ジ
ュ
ク
イ
ン
保
款
に
よ
り
て
滴
逸
財
政
上
の
分
離
制
度
(
叶
R

2
5
3
R
E
)

は
完
全
仁
破
ら
れ
て
複
雑
な
る
交
錯
制
度
(
富
山
内
-
5
3
Eロ
)
を
賢
現
す
る
に
至
り
帝
国
三
聯
邦
さ
の

財
政
調
整
問
題
ど
い
よ
/
¥
解
決
し
難
、
き
も
の
さ
な
っ
た
。

一
分
権
金
制
度
は
帝
国
に
ご
り
で
は
、
自
己
の
財
政
牧
入
の
不
足
を
締
ふ
手
段
さ
な

h
R
又
、
帝
国
さ
聯
邦
沼
の

財
政
上
の
紐
帯
記
し
て
利
便
ぜ
す
ゐ
所
砂
か
ら

5
る
も
他
方
ぞ
の
弊
も
亦
大
な
り
寸
」
す
る
o

即
+
っ
そ
れ
は
常
闘
の
一

生
存
を
各
邦
の
扶
養
に
街
頼
せ
し
む
る
も
の
に
し
て
自
己
の
濁
立
を
失
ふ
も
の
で
あ
叫
リ
之
を
各
邦
に
千
」

h
て
み
る

に
分
措
金
の
配
分
は
「
聯
邦
各
幽
の
人
口
に
感
じ
て
」
(
憲
七

O
僚
)
賦
課
せ
ら
る
、
が
故
に
恰
も
こ
れ
一
種
の
人
頭

税
的
の
も
の
に
し
て
各
邦
の
給
付
能
力
を
何
等
考
慮
せ
ざ
る
不
公
平
な
る
負
跨
さ
な
る
さ
い
ふ
事
之
で
あ
る
。
加

之
、
年
々
の
負
権
額
は
帝
国
財
政
の
事
情
に
よ
っ
て
決
せ
ら
る
、
も
の
に
し
て
務
め
一
定
せ
ゴ
る
が
故
に
各
邦
の

珠
算
は
断
へ
す
動
携
し
て
不
安
極
り
な
い
。
分
権
金
制
度
は
聯
邦
に
ぜ
り
で
は
財
政
上
の
無
政
府
(
〉
=
2
n
r
一目)で

あ
る
さ
か
「
野
聾
な
る
分
権
金
」
守
門
戸

-
E
E
冨日

E
T
C
-
R
E
E
m巾
)
ざ
痛
撃
せ
ら
れ
て
久
し
く
そ
の
改
康
が
議
せ

ら
れ
て
ゐ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
ご
い
は
ね
ば
な
ら
ね
。

翻
っ
て
譲
奥
金
制
度
を
観
ん
じ
、
抑
も
ニ
の
制
度
は
上
過
の
如
〈
一
八
七
九
年
の
プ
ラ
ン
ケ
ン
ジ
ュ
ク
イ
ン
傑

款
に
よ
り
て
先
づ
関
税
さ
煙
草
税
さ
に
就
て
始
め
ら
れ
し
も
の
な
る
が
ぞ
の
後
・
次
第
に
接
遣
し
て
一
八
八
一
年
に

は
帝
国
印
紙
税
、
一
八
八
七
年
に
は
火
酒
税
、

だ
。
同
じ
〈
譲
典

一九

O
九
年
に
は
相
積
栓
な
ぜ
に
も
行
は
れ
て
陛
界
戦
争
に
及
ん

(
ロ
ゲ
凸

zgm)
ぜ
い
ふ
も
そ
の
性
質
は
・
次
第
に
盤
化
し
て
ゐ
る
が
、
戦
前
ま
で
は
帝
国
が
聯
邦

5) Gerlo町・ Derstaatshaushalt und das Finanzs}'stem Veutschlands (a. a. O. s. 70 

75-88) 
6). .; r 8) 'Gerlo白一 1IatrikularLeitrage uncl driekte R日 ch:3steuernS. 21・20， 18. 



を
扶
養
す
る
さ
い
ふ
補
助
的
性
質
の
も
の
で
あ

h
、
こ
れ
ら
の
常
国
税
の
牧
入
の
全
部
又
は
一
部
を
各
邦
の
人
口

敷
を
標
準
ざ
し
て
分
興
す
る
の
制
度
で
あ
っ
た
。
一
譲
輿
金
制
度
の
検
知
は
第
一
に
人
口
数
を
標
準
ざ
し
て
配
分
す

る
二
さ
は
必
ら
や
し
も
各
邦
の
財
政
需
要
に
公
平
に
膳
や
る
所
以
じ
非
る
こ
芭
第
こ
に
は
帝
国
が
聯
邦
の
扶
養
者

た
る
こ
さ
に
よ
り
て
聯
邦
財
政
が
若
し
〈
を
の
濁
立
性
を
弱
く
し
た
る
こ
ご
第
三
は
譲
興
金
ぜ
分
措
金
ぜ
の
差
額

が
常
に
動
揺
し
て
聯
邦
財
政
の
獲
理
を
非
常
に
困
難
な
ら
し
め
し
こ
さ
に
あ
る
。
第
一
第
二
は
説
明
を
要
せ
や
ぜ

し
て
第
三
の
問
題
即
も
何
故
に
譲
輿
金
さ
分
樗
金
ご
の
差
額
が
常
に
動
揺
し
化
か
さ
い
ふ
に
、
譲
輿
金
は
既
に
遁

ぺ
し
知
く
譲
奥
税
牧
入
の
一
定
額
以
上
九
吃
譲
奥
す
る
も
の
な
る
が
、
譲
輿
税
収
入
を
の
も
の
が
経
済
事
情
に
左
右

さ
れ
て
動
搭
す
る
が
枇
ド
詩
興
せ
ら
応
、
制
も
那
自
ら
年
々
競
勤
廿
が
ら
ど
え
ぬ
υ

又
か
の
分
問
金
は
市
問
。
対

政
需
要
さ
牧
入
さ
の
聞
の
不
足
額
を
賦
課
す
る
も
の
な
る
が
低
じ
そ
の
需
要
さ
牧
入
ぞ
の
も
の
が
年
々
回
定
せ
ぎ

る
も
の
な
る
以
上
そ
の
不
足
額
も
亦
年
々
一
定
せ
な
い
の
で
あ
る
。
今
試
み
に
グ
グ
ロ
プ
の
掲
げ
し
一
入

0
0
年

代
の
分
携
金
さ
譲
輿
金
額
ご
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
し
。
〈
馬
〉

暗
概
算
年
度

分

措

金

七二、
O
七
六
、
五
六
O

六
問
、
一
四
六
、
七
七
九

八
二
二
一
O
三
、
八
九
O

八
四
、
八
二
七
、
一
一
一
一
四

譲

一
八
七
九

一
八
八
O

一
八
八
一

一
八
八
二

輿

金

八、
O
一一二、
O
五六

三
八
、
二
回
コ
一
、
O
七一一

六八、
O
二=一、五八
O

八
三
、
四
五
大
、
一
一

o

差

額

六四・
0
五
四
、
五
O
四

二
五
、
九
O
三、七
O
七

一
七
、
二
八
O
J
ニ一
O

一、一一一七一、ニ
O
四

か
く
の
如
く
譲
奥
金
分
館
金
の
額
が
年
々
動
揺
す
る
が
故
に
従
っ
て
又
強
め
そ
の
牧
支
の
差
額
を
決
定
す
る
を

え
守
、
た
め
に
聯
邦
財
政
の
珠
算
は
断
へ
や
不
安
を
兎
れ
え
な
か
っ
た
。
就
中
、
聯
邦
に
よ
り
て
財
政
上
の
不
安

説

濁
逸
奮
税
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
三
十
一
容

苑

五
七

O 

第
四
務

咽帽曙
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説

弱
逸
蓄
積
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
四
時
机

O 
四

第
三
十
一
巻

五
七

?s 

は
分
権
金
制
度
に
於
て
蓄
し
か
っ
た
。
蓋
し
譲
奥
金
に
は
不
確
買
乍
ら
も
多
少
の
標
準
は
存
す
る
も
分
権
会
に
至

り
で
は
帝
国
財
政
事
情
の
如
何
に
よ
り
て
全
く
珠
闘
を
許
さ
ぬ
も
の
で
ゐ
ら
且
又
一
方
は
聯
邦
に
さ
り
で
は
牧
入

な
れ
ざ
も
他
方
は
強
制
負
操
ざ
し
て
支
出
な
る
が
故
で
ゐ
る
。
此
を
以
て
之
を
観
る
に
潤
逸
帝
国
財
政
組
織
の
上

に
特
別
な
る
投
を
演
合
る
は
買
に
分
標
金
制
度
で
あ
る
。
グ
Y

ロ
フ
も
一
帝
国
財
政
々
一
策
は
大
部
分
分
権
金
に
関
聯

し
て
ゐ
る
。
分
摂
金
制
度
は
常
国
財
政
制
度
構
成
の
緊
念
足
場

(
Z
o百円

E
と
で
あ
っ
犯
が
叉
其
の
椴
絹
の
最
ち

重
要
な
る
障
害
ざ
な
っ
た
さ
論
断
し
て
ゐ
る
。

直
接
税
(
号
n
r
p
M
L
R
5
2
)
ぜ
間
接
税

(
E
E
n
一E
1
2
2三
の
配
分

調
逸
財
政
に
於
て
は
分
権
金
・
譲
奥
金
の
問
題
芯
相
並
ん
で
度
接
税
・
間
接
税
の
配
分
が
歴
史
的
に
重
要
な
る
問

題
で
あ
る
。
直
接
税
間
接
の
匝
別
に
就
て
は
間
半
説
必
ら
や
し
も
一
致
せ
や
中
に
は
か
、
る
分
類
の
底
止
す
べ
き
を

説
〈
者
も
あ
る
が
、
従
来
濁
逸
に
於
て
は
負
擦
の
直
接
間
接
を
以
て
そ
の
匝
別
標
準
ご
す
る
の
見
解
が
行
は
れ
て

ゐ
た
。
何
故
に
ζ

の
匝
別
が
歴
史
的
に
重
要
な
る
意
義
を
も
つ
か
さ
い
ふ
に
、
潤
逸
に
於
て
は
「
間
接
税
は
帝
国

に
麗
し
所
得
財
産
に
劃
す
る
直
接
税
は
各
邦
に
麗
す
」
ざ
い
ふ
税
源
配
分
土
の
所
謂
分
離
主
義
が
行
は
れ
て
来
た

か
ら
で
あ
る
。
次
に
然
ら
ば
何
故
に
か
く
の
如
き
税
源
分
離
の
主
義
が
生
ま
れ
た
か
ご
い
ふ
に
濁
逸
国
後
蓬
の
歴

史
上
の
理
由
に
按
る
の
で
あ
る
。
的
も
調
、
逸
は
軍
一
国
家
T
」
異
り
て
通
商
上
・
関
税
上
の
利
害
問
題
を
共
通
に
す

る
所
か
ら
結
合
さ
れ
た
聯
邦
に
し
て
其
の
共
同
職
務
は
主
ざ
し
て
通
商
・
商
業
政
策
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
ロ
。

従
っ
て
又
ぞ
の
共
同
粧
費
を
支
排
す
べ
き
肱
入
も
関
税
や
商
業
政
策
さ
密
接
の
闘
係
め
る
関
税
及
び
消
費
税
般
入

に
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
以
下
、
帝
闘
の
に
於
け
る
間
接
税
の
後
達
、
聯
邦
に
於
り
る
庶
接
続
の
後
遣
を
概
観
し
建

ー
ー

I1) G町 10ft':Das Staatsbanshalt nnd des Finan7_syste口 Deutschh.nds(0. a. 0. s. 24) 
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に
そ
の
配
分
原
則
の
崩
壊
す
る
遁
程
を
辿
ら
う
芯
思
ム
。
唯
併
し
濁
逸
に
於
て
は
第
十
八
世
紀
ま
で
は
未
だ
王
領

地
及
び
特
権
経
済

の
時
代
に
し
て
租
税
は
補
充
的
臨
時
的
性
質
の
も
の
乞

せ
ら
れ
所
調
租
税
経
済

(
m
E
5
4
-号
早
島
)
の
時
代
に
入
れ
る
は
第
十
九
世
紀
よ
り
な
る
が
故
じ
在
の
叙
越
も
第

(ロ
O
B
E回

目
白

}15ι
門
戸
巾
関
山

7
三『
g
n
r
m
H
P
)

十
九
世
紀
後
じ
限
る
さ
せ
う
。

は
い
帝
国
に
於
け
る
間
接
税
の
登
達

4

帥
開
税

や
慨
に
間
税
同
盟
時
代
に
於
て
殺
落
し
、

関
税
及
び
消
費
税
制
度
は
濁
逸
帝
国
の
創
始
せ
る
も
の
に
非

一
八
六
七
年
乃
宏
一
八
七
一
年
の
法
律
に
よ
り
て
之
を
北
満
逸
が
採
用

し
失
で
猫
逸
品
巾
岡
に
承
継
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
稿
逸
帝
国
時
代
に
入
り
て
か
ら
の
関
税
は
帝
国
の
産
業
政
策

の
裂
展
に
つ
れ
て
越
化
し
帝
国
建
設
の
常
初
に
於
て
は
最
早
白
川
凹
貿
易
主
義
な
す
-th
保
諮
問
耽
主
義
じ
移
り
隔

来
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
失
策
に
関
税
率
を
引
上
げ
て
来
た
。
郎
も
一
八
八

O
年
に
ピ
ス

7
1グ
に
よ
り
て
新
開

税
法
案
が
提
出
せ
ら
れ
そ
れ
を
本
ざ
し
て
議
舎
に
於
て
大
規
模
の
開
枕
改
正
が
保
護
開
税
主
義
の
下
に
企
て
ら
れ

従
来
の
開
税
率
に
し
て
盛
夏
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
は
殆
ピ
な
く
更
に
多
数
の
商
品
に
到
し
て
新
に
轍
入
積
を
課
し

た
。
こ
れ
が
濁
逸
帝
国
の
閥
税
制
度
の
基
礎
さ
な
り
て
後
一
入
八
二
年
二
八
八
四
年
・
一
八
九

O
年
じ
改
正
を
加

へ
従
来
の
関
税
率
を
引
上
げ
し
の
み
な
ら
や
若
干
の
原
料
品
を
除
い
て
は
轍
入
品
の
全
部
に
関
税
を
課
す
る
こ
ご

、
な
っ
た
。
開
税
収
入
は
一
八
七
二
年
の
珠
算
で
は
約
二
千
五
百
宮
内
タ

1
v
y
、

一
八
七
五
年
の
珠
算
で
は
約
一

億
四
百
寓
麻
な
り
し
が
一
九
一

O
年
に
は
六
億
三
千
二
百
高
麻
に
上
り
鯨
常
牧
入
の
約
四
三
川
刊
を
占
め
て
ゐ
る
。

例
消
費
税

関
税
ど
同
様
に
帝
国
は
一
八
七
一
年
の
憲
法
に
よ
り
て
醸
積
・
煙
草
税
・
先
制
税
・
婆
酒
税
及
び
砂
糖

税
に
罰
す
る
立
法
躍
を
北
猫
遇
聯
邦
よ
h
委
譲
せ
ら
れ
(
但
し
各
州
に
特
別
法
の
制
定
ぞ
許
す
)
(
憲
三
五
健
)
更
に

説

苑

窃
逸
蓄
積
制
の
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
三
十
一
巻

五
七

第
四
競

O 
五
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説

調
抽
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一
蓄
積
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法
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第一一一十一巻

五
七
回

第
四
時
硫

O 
ノ、

そ
の
般
入
は
帝
国
の
共
同
政
入
三
な
っ
た
。
(
憲
七
O
保
)
最
初
そ
の
課
税
物
件
は
右
じ
掲
げ
し
四
五
種
に
過
ぎ
ざ

り
し
が
、
そ
の
後
'
次
第
に
蹟
張
さ
れ
て
一
八
九

0
年
代
に
は
骨
牌
稜
が
加
は
り
一
九
一

0
年
代
に
は
巻
煙
草
・
酷

酸
・
一
二
鞭
酒
・
賠
燈
器
・
貼
燈
品
に
及
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
牧
入
は
一
八
七
二
年
珠
算
で
は
約
三
千
七
百
高
タ
l
v
y
、

一
入
七
五
年
時
四
算
で
は
一
億
二
千
四
百
高
麻
、
そ
れ
よ
h
十
年
を
粧
て
一
入
八
五
年
に
は
約
一
一
億
四
千
七
百
高
廊
、

克
に
十
年
後
の
一
八
九
五
年
に
は
約
二
億
七
千
八
百
高
廊
、
而
し
て
一
九
一

0
・
年
度
の
強
算
に
は
五
億
七
千
五
百

寓
麻
.
計
上
し
て
あ
る
。
四
十
五
六
年
間
ド
約
四
・
八
倍
さ
な
っ
て
ゐ
る
。
川
一
交
通
知
町
一
万
来
、
交
通
枕
は
直
接

税
な
れ
ノ
や
間
接
税
な
り
や
じ
就
て
は
準
設
上
岬
干
の
め
る
所
で
あ
る
が
、
少
〈
J
R

」
も
負
拾
の
直
接
間
接
を
似
て
直
接

税
、
間
接
税
の
匡
別
標
準
さ
す
る
濁
逸
見
解
に
従
へ
ば
そ
れ
は
何
れ
に
も
麗
せ
し
め
難
き
暖
昧
な
る
も
の
さ
な
る
。

然
る
を
濁
逸
の
財
政
で
は
質
際
上
関
税
・
消
費
税
さ
共
に
間
接
税
的
に
取
扱
っ
て
来
た
。
帝
国
税
淫
し
て
の
交
遇

税
は
既
に
猫
逸
帝
国
建
設
営
初
よ
り
存
し
た
。
却
も
そ
の
萌
芽
ば
一
八
太
九
年
の
北
猫
逸
聯
邦
の
手
形
印
紙
税
じ

め
ら
は
れ
一
八
七
一
年
に
は
骨
牌
桂
一
八
八
一
年
に
は
取
引
就
が
設
け
ら
れ
た
。
骨
牌
税
・
手
形
印
紙
税
は
戦
前

ま
で
に
多
少
の
改
正
を
加
へ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
取
引
税
は
大
い
に
愛
達
し
最
初
は
株
券
・
益
債
枇
債
の
後
行
・

取
引
所
責
貝
取
極
書
・
宮
銭
券
の
後
行
に
課
せ
ら
れ
し
印
紙
税
な
り
し
が
二
九
O
O
年
の
法
梓
に
よ
り
て
鎮
山
持

分
券
・
利
札
舶
荷
謹
券
等
に
二
九

O
六
年
に
は
荷
物
謹
券
・
乗
車
券
・
自
動
車
許
可
書
・
曾
枇
重
役
報
酬
金
・
整
録
株

式
に
更
に
進
み
て
一
九
O
九
年
の
法
律
で
は
小
切
手
・
土
地
所
有
移
韓
、
一
九
一
三
年
の
法
律
で
は
舎
祉
契
約
・
保

険
謹
書
等
を
税
す
る
じ
至
つ
穴
。
こ
の
一
国
の
印
紙
税
を
帝
国
印
紙
税
(
列
2
r
g
g
E官
r
R
5円
)
ご
い
っ
て
ゐ
化
。

こ
の
外
、
交
通
税
ざ
し
て
一
九

O
六
年
に
相
積
税
一
九
一
一
一
一
年
に
財
産
増
慣
税
が
設
け
ら
れ
た
。
今
そ
の
後
建
守

;
;
A
1
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概
観
す
る
に
動
産
の
流
通
課
税
か
ら
不
動
産
の
流
通
課
積
に
移
り
突
通
耽
賓
質
が
'
次
第
に
所
謂
・
財
産
の
在
接
課

税
に
も
押
し
及
ぼ
さ
る
、
に
至
っ
た
こ
ご
を
指
摘
し
う
る
c

例
之
、
重
役
報
酬
税
は
個
別
所
得
税
さ
み
る
を
う
ぺ

〈
相
績
税
や
土
地
帯
憤
税
の
却
さ
も
財
産
課
耽
さ
も
考
へ
ら
れ
少
く
さ
も
濁
逸
式
の
直
接
税
・
間
接
税
の
匝
別
よ

り
は
間
接
税
ざ
な
ら
ぬ
。
交
遇
税
の
牧
入
は
一
八
八
一
年
代
に
は
帝
幽
関
税
並
に
市
安
穂
等
租
現
総
収
入
の
三
%
、

一
八
九
一
年
に
は
四

μ
、
一
九
一
三
年
に
は
一
一

μ
に
上
っ
た
。
之
ぞ
要
す
る
に
常
副
交
遇
税
の
後
遺
に
よ
り
て

形
式
上
質
質
上
従
来
の
聯
邦
交
通
枕
は
並
立
す
る
を
え
な
く
な
り
又
常
幽
交
通
説
の
形
式
に
よ
り
て
聯
邦
に
留
保

せ
ら
れ
し
直
接
投
領
域
が
侵
さ
る
、
に
至
っ
た
の
で
あ
る
ο

L
い
嚇
邦
に
炉
、
げ
る
畑
位
快
投
。
後
退
湖
北
川
ザ
邦
に
於
け
ん
抗
技
耽
の
被
上
北
小
閣
と
じ
ん
勿
論
各
邦
の
政
治
的
・

経
祷
的
・
枇
舎
的
・
技
術
的
諸
保
件
に
よ
り
て
事
情
を
異
に
す
る
が
、
大
曜
に
於
て
南
濁
逸
さ
北
濁
逸
さ
に
よ
り
て

型
が
分
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
南
部
に
於
て
は
返
代
的
牧
盆
涜
制
度
が
焚
蓮
し
北
部
に
於
℃
は
一
般
的
人
的
課
税
制
度

が
愛
達
し
た
の
で
あ
る
の
南
方
に
於
け
る
収
益
税
ざ
し
て
は
伊
宮
内

NEmgwHハ
g
E
E
z
o
=
w
=
。『巳

=SERF-gMこ

の
進
化
せ
る
所
謂
三
つ
の
奮
き
収
盆
現
地
租
・
家
屋
粒
・
管
業
税
が
早
く
よ
り
行
は
れ
後
じ
至
り
て
資
本
牧
盆
粧
や

勢
働
牧
盆
粧
が
加
は
り
て
・
次
第
に
そ
の
膿
系
を
完
成
し
た
。
人
税
所
得
税
の
愛
達
せ
る
北
方
に
於
て
も
勿
論
牧
盆

粧
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
が
そ
の
愛
蓮
は
人
税
の
そ
れ
に
比
し
て
甚
だ
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
北
方
濁
逸
に
於
け

る
税
制
の
典
型
的
な
る
も
の
は
之
を
プ
官
ジ
ヤ
じ
見
出
す
。
人
或
は
こ
の
北
方
型
ぎ
南
方
型
の
税
制
を
分
っ
て
直

接
税
制
の
プ
ロ
シ
ヤ
税
制
(
匂
『
2
g
-
R
Z
2
m
5
3
3
Z
B
)
f」
填
太
利
制
度
(
。
印
g
E
n
r一円
-
5
ω
3
Z
B
)
に
八
?
っ
。

蓋
し
人
税
を
中
心
ざ
す
る
直
接
税
制
度
が
プ
ロ
シ
ヤ
に
於
て
典
型
的
な
形
態
を
み
ら
る
、
加
く
牧
盆
税
を
中
心
寸
」

説

調
唱
曲
奮
税
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

五
セ
五

第
三
十
一
血
管

第
四
披

O 
-~ 
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• 
説

要包

濁
逸
奮
税
制
の
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
三
十
一
巻

五
七
大

第
四
時
抗

O 
A 

す
る
直
接
税
制
の
後
遣
を
埠
一
太
利
五
び
そ
れ
に
近
一
き
〆
イ
ェ

y
y
・
グ
ユ

y
eプ
シ
プ
Y

ヒ
等
に
み
ら
る
一
、
が
散
で

あ
る
ご
思
ふ
。
判
プ
ロ
ジ
ヤ
の
直
接
続
、
プ
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
奮
税
制
の
特
徴
は
都
市
吉
田
舎
さ
を
匝
別
せ
る
貼

に
あ
る
が
一
八
二

O
年
に
は
階
統
枝

(
E
S
E
E
2
2
)
ぜ
」
婆
粉
枕
及
び
屠
肉
耽
(
富
山
E
f
z
E
ω
n
r
F
n
v
E
2
2
)
を

採
用
し
前
者
を
小
都
市
及
び
田
舎
に
後
者
を
大
都
市
に
施
行
し
た
。
こ
の
階
旗
税
は
直
接
人
税
に
し
て
外
見
上
の

生
活
・
枇
曾
的
地
位
職
業
・
官
裕
等
に
よ
り
て
人
民
を
四
階
級
に
分
っ
て
差
等
課
税
を
し
た
。
営
時
に
於
て
は
人
的

闘
係
や
所
得
の
精
確
な
る
調
査
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
負
擦
は
却
っ
て
下
層
階
級
に
重
き
こ
ご
そ
免
れ
え
な
か

勺
穴
が
、
去
の
秘
ホ
仁
於
JL

一
般
的
人
的
租
税
義
務
在
留
め
穴
も
の
ご
レ
は
恥
川
い
な
ら
一
ね
っ
こ
の
階
級
税
の
飲
阪
は

一
八
五
三
年
に
は
大
い
に
改
正
せ
ら
れ
一
八
七
三
年
じ
は
十
八
世
紀
以
来
プ
官
シ
ヤ
に
存
せ
る
都
市
さ
田
合
ぎ
の

税
制
上
の
匝
別
を
撤
康
し
階
級
耽
を
階
級
所
得
税

(
r
F
E
r
-
2再
三
回
目

=rcヨロ】円
=ω門

2
2
)
に
改
め
更
に
一
八
八
三

年
に
は
克
税
黙
を
設
け
る
に
至
っ
た
。
プ
甘
ジ
ヤ
に
於
げ
る
牧
盆
税
ざ
し
て
は
可
な
り
早
く
よ
り
地
租
・
家
屋
税

が
行
は
れ
て
ゐ
た
が
大
な
る
進
歩
を
確
さ
守
し
て
第
十
九
世
紀
に
及
ん
だ
。
一
般
管
業
税
は
一
八
二

O
年
に
採
用

さ
れ
し
が
一
入
九
一
年
に
改
正
せ
ら
る
、
ま
で
は
甚
だ
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
で
か
の
資
本
肱
盆
聴
に

歪
り
で
は
戟
前
建
に
行
は
る
、
こ
ず
」
が
な
か
っ
た
。
制
南
猫
の
直
接
柱
、
今
主
な
る
南
濁
諸
邦
に
就
て
み
る
に
、

バ
イ
エ

y
y
で
は
一
八

O
七
年
の
法
律
に
懐
り
て
地
租
・
の
m
E
r
R
5
7家
屋
税
・
修
業
税
の
四
か
ら
な
る
暫
定
的

の
牧
盆
税
韓
系
を
作
り
そ
の
後
之
を
基
礎
ざ
し
て
一
八
二
八
年
に
は
地
租
・
家
屋
税
に
改
正
を
加
へ
、
同
時
に
徴
税

牽
帳
の
作
製
に
着
手
し
て
一
八
六
八
年
ま
で
に
之
を
完
成
し
、
更
に
一
八
五
六
年
に
は
資
本
耽
盆
税
・
勢
働
枇
盆
聴

を
設
定
し
、
州
官
業
税
に
就
て
は
一
八
五
二
年
・
同
五
六
年
・
同
八
一
年
に
改
正
を
加
へ
、
か
く
て
牧
盆
税
鱒
系
は
次



調 ...  

第
に
後
蓮
し
て
来
た
。
グ
ユ

Y
4
プ
ン
プ
Y

ヒ
に
於
て
は
他
の
何
れ
の
南
猫
諸
邦
よ
り
も
牧
盆
税
の
愛
達
は
早
く
且

つ
合
理
的
な
制
度
が
行
は
h
H
h
ι

。
印
ち
慨
に
第
十
ム
ハ
世
相
に
牧
盆
現
の
萌
芽
ご
も
み
る
ぺ
き
財
産
税
ご
C
E
5
2・2

E-内
『
ェ
が
行
は
れ
、
第
十
七
世
紀
に
至
り
で
は
一
般
財
産
税
が
土
地
・
家
屋
等
の
伺
別
財
産
税
に
分
れ
、
第
十
入

世
紀
に
至
り
で
は
債
格
謀
暁
を
す
て
、
牧
盆
課
税
に
謹
ん
だ
。
一
八
一
一
一
年
ま
で
に
は
一
一
述
、
り
ぞ
の
鰐
系
を
整
へ

た
が
爾
来
改
正
を
加
へ
て
一
九

O
三
年
乃
至
五
年
の
改
正
ま
で
に
は
土
地
・
家
屋
・
替
業
の
三
つ
の
物
税
の
外
、
資

本
税
及
び
俸
給
制
職
業
所
得
殺
の
二
つ
を
加
へ
允
る
牧
盆
税
制
度
を
有
し
て
ゐ
た
。
バ

1
Jア
ン
で
は
他
の
南
満
諸

邦
ど
同
様
に
第
十
九
世
紀
の
前
半
ま
で
仁
廃
汎
な
収
盆
税
制
度
が
竣
走
し
た
。
郎
ら
地
租
家
屋
税
は
一
八
一

O
年

に
.
営
業
は
一
八
一
五
年
に
採
用
せ
ら
れ
て
爾
来
何
れ
も
改
正
せ
ら
れ
一
入
二

O
年
に
は
階
級
税
ご
し
て
俸
給
勢

働
及
び
自
由
職
業
の
崎
労
働
牧
盆
に
差
等
課
税
を
な
す
こ
芝
、
し
一
入
五

O
年
に
は
資
本
枚
盆
柱
を
採
用
し
た
。

以
上
仁
よ
り
て
南
濁
さ
北
濁
さ
の
直
接
税
費
達
の
経
過
の
相
具
を
略
々
察
し
う
る
さ
思
ふ
。
南
組
閣
に
於
て
は
所

得
就
は
援
達
し
な
か
っ
た
が
、
併
し
、
牧
盆
視
が
債
格
課
税
か
ら
牧
盆
課
税
へ
、
而
し
て
一
般
牧
盆
暁
か
ら
特
別

牧
盆
税
へ
推
移
し
、
さ
て
は
財
産
牧
盆
積
ご
労
働
牧
宅
柱
さ
を
匝
別
し
、
同
じ
く
勢
働
所
得
の
中
で
も
俸
給
・
賃
銀
・

白
由
労
別
働
所
得
等
を
分
つ
の
主
義
に
設
展
せ
る
の
跡
を
辿
る
な
ら
ば
、
物
税
ざ
し
て
の
牧
盆
税
に
人
税
的
な
考

慮
が
多
分
に
さ
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
さ
を
察
し
う
る
の
で
あ
る
。
(
未
完
)

設

苑

碕
逸
奮
税
制
白
崩
壊
と
財
政
調
整
法

第
三
十
一
巻

五
七
七

第
四
務

O 
九


